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――わずか数年の間ですが、シックス・ア

パートは成功を収めています。ここまでに

いたる成功の秘訣とは、なんだったのでし

ょうか？

●ある意味で、成功の秘訣はベンとメナ※1

の2人の存在に尽きると思っています（笑）。

ですが、それとともに、われわれは資金が

豊富で、ブログのソフトウェアやサービス

に特化した企業だからだと思います。いま

や多くのリソースを持っていて、製品をす

ばやく進化させて新しい機能を追加して

います。Movalbe Type 3.0の開発者版

は2004年5月米国でにリリースされました

が、その3か月後には3.1というバージョン

をリリースしています。このバージョンでは

ダイナミックページなど3つの大きな機能

が実装されました。

こういったことから、現在もこれからも私

が考える秘訣とは「人・物・金」というリソ

ースがたくさんあることです。

――カリスマ的な共同創設者であるベン

とメナがいて、バーコビッツ氏はこの7月

からメナに代わってCEOになりました。こ

の体制になってから、経営陣の仕事の役

割はどうなっているのでしょうか？

●私の具体的な役割はビジネス上の組織

を作ることと、ビジネス上の戦略を組み立

てることです。ベンとメナは製品部門のト

ップで、ユーザーに対してどうやってサー

ビスを提供するかといったことを考えるリ

ーダー的立場なのです。

いまや米国をはじめ日本やフランスまで経

営の域を広げ、たくさんの企業と関係を築

いています。このため会社は複雑になっ

てきています。だから、私は昔からのいわ

ゆるCEOと同じで、ビジネスを組み立て

る役割を負っています。

グーグルで言えば、ラリーとサーゲイは技

術部門や製品部問のトップに特化してい

て、経営はエリック・シュミットが実質的に

は行っているのだと思います。そういう関

係だといえばわかりやすいでしょうか。

新しいタイプのコミュニケーション

――シックス・アパートはすでに黒字で現

金があるのに、あらたにオーガストキャピ

タルから1,000万ドルもの出資を受けてい

ます。その理由として、開発のスピードが

求められていることと、ブログ製品に対す

るビジョンを大きく持つことだと記者発表

でおっしゃっていました。ブログというもの

が、単なるウェブサイトを管理するツール

ではなくて、新しいコミュニケーションツー

ルだということについて、あらためて詳し

く説明していただけませんか？

●人々が毎日どうやってブログを使ってい

るのか、人々はブログを使ってどうやって

コミュニケーションをとっているのかを調

べて思うのは、ブログは相互コミュニケー

ションツールになりつつあるということで

す。

電子メールやインスタントメッセージ、電話

とブログとの違いを考えてみましょう。

電子メールというのは、非同期のコミュニ

ケーションとしてはナンバーワンのツール

です。時間に関係がなくて相手になにか

言いいたいときは電子メールを送るでしょ

う。ですが、電子メールを送ったら、相手

に電子メールで返事してもらうという義務

を作ってしまうのです。電子メールはだい

たいにおいて返事をもらうことを要求する

コミュニケーションです。

インスタントメッセージは間違いなく同期

型で、クライアントを立ち上げると、相手

がいることがわかって、相手も自分がオン

ラインであることがわかります。ですから、

メッセージを相手からもらうと、応答がで

きない状態でも応答しなくてはならなくな

るのです。知らない人からのメッセージで

はなくて、知っている人物からのメッセー

ジですから。

電話は同期のコミュニケーションにとって

はすごくいいのですが、「音声」だけという

別の問題もあります。

こう考えると、今日、次のような特徴を持

ちながら広く使われているツールをわれわ

れは持っていません。

1. 非同期であること

2. 義務をつくりださないこと。つまり、読

みたかったら読めばいいし、返事をしたか

ったら返事をすればいいのですが、義務

Movable TypeとTypePad――どちらもブログ業界では重要な製品である。前者

は、日本でのブログブームの礎を作ったサーバーインストール型のブログツールであり、

後者は「ココログ」や「ブログ人」のブログシステムそのものである。この2つの製品がな

ければ、日本でブログがこれほどまで流行ったかどうかすらわからない。それは、結果

が物語っている。そして、この2つの製品を提供するのが、シックス・アパートという米国

の小さな企業だ。いや、正確には小さかったというほうが正しいのかもしれない。なぜ

なら、急激な成長が始まっているからだ。2004年10月には新たに1,000万ドルもの

投資をベンチャーキャピタルから受けている。そして、最新版のMovable Type 3.1

が日本でも発表され、ますます勢いのつくシックス・アパートの会長兼CEOのバラック・

バーコビッツ氏に、成功の秘訣やブログに対するビジョンについて伺った。
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がないものです。

3. 記録できること。電子メールはファイ

ルが残るので記録できていると思うかも

しれませんが、目を通すという観点から考

えると、記録とは言えません。というのも、

情報を探す際に、自分がなんの電子メー

ルを探しているのかをあらかじめ知らなけ

ればならないからです。

現在、こういったツールはブログ以外には

ありません。そして、人々がブログを使っ

てそういったタイプのコミュニケーションを

とるのを目にするようになってきました。

ご存知だと思うのですが、ブログコミュニ

ティーの中では、お互いが出会うときには、

最初に出会うときでも互いによく知ってい

るだけではなく、それがブロガーにとって

はあたりまえのことになってきています。

月曜日の朝にメナに「週末はどうしてた

の？」と聞いたら、彼女はバカにされたよ

うに、こう答えたんです。

「それはどういう意味？ 私のブログ読ん

でないの？ なんで私が週末に何をして

たか訊くの？ それぐらい知っててよ。も

し、私のブログを見たのに知りたいこと

があるんだったら、ブログじゃわからなか

ったことを訊いてよ」

だから、私は新しいコミュニケーションの

パターンが始まっているのだと思います。

プライバシーコントロールに注目

――では、ブログの将来についてどんな

ビジョンを描いているのでしょうか？ そ

して製品をどのように発展させたいと考え

ていますか？

●われわれのビジョンというのは、人々が

ブログを持ってコミュニケーションをとる

ことがとても必要となり、一般的なものに

なるだろうということです。ですが、そのコ

ミュニケーションは一般には非常に少人

数のグループの中だけで行われることだ

と思います。

したがって、ブログの大きなチャレンジの

1つはプライバシーだと思っています。

ブログのもっとも大きな障壁は、ほとんど

の人が世界に向かって自分の生活を公開

したくないということです。生活を公開し

ている人では、たとえばジョーイ※2がいま

すが、世界にいるみんながジョーイがヘル

シンキに行ったり、ニューヨークで酔った

りしたことを知っています。でも、そういっ

たことを公開したいという人はあまり多く

はないのです。

あなたは、われわれがMovable Typeを

もっと奥行きがあって強力で柔軟性があ

るようなものへと発展させると思うかもし

れません。特にウェブページを発行する部

分についてのワークフローの制御だとか、

大規模ウェブサイト向けだとか、異なるア

ーカイブの管理のしやすさだとか、そうい

った機能のニーズをうまく連携させた、よ

り大きなブログシステムに対応できるよう

にです。

ですが、「個人」という側面では、読めるも

のを制限する機能や、世界中の人に見せ

るのか少数の人に見せるのかを分ける機

能といった、プライバシーに対する柔軟性

が重要になってきます。

もちろん、あるワークグループでは、プラ

イバシーを違うことに使います。組織の中

のあるレベルの人は見られるのに、組織

の中のほかのレベルの人には見せないと

いった情報に対してです。

このように、個人利用についてのプライ

バシーのカスタマイズが、ブログの重要な

部分になっっています。

RSSも重要なものの1つ

われわれが考えるビジョンのもう1つは、

すべての人がRSSアグリゲーターやRSS

リーダーを持つだろうということです。アッ

プルの発表によれば、次のOSのTigerに

実装されるブラウザーのSafariにはRSS

リーダーとアグリゲーターが組み込まれま
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スも提供する予定です。

それから、われわれはプロネットを

TypePadまで広げたいと思っています。

プロネットに集まる人々は、TypePadでも

Movable Typeでも、どちらもカスタマイ

ズしたり作業できたりするようになるでし

ょう。

TypePadの中でもコミュニティーが成長し

ていて、強力なコミュニティーになってい

ます。ですが、それはカスタマイズや技術

的に関連したことよりも、ブログの書かれ

ていることや趣味についてのコミュニティ

ーになると思っています。TypePadでは、

人々はたくさんの異なるトピックについて

書いています。なので、あるトピックにつ

いて書いている人を探せるようなポータ

ルを作りたいと思っています。コミュニテ

ィーはその中で成長していくでしょう。

※1 トロット夫妻。シックス・アパートの共同創設者

で人気ブロガー。

※2 シックス・アパート日本法人の会長である伊藤

穣一氏。世界的にも有名なブロガーでもある。

http://joi.ito.com/

※3 シックス・アパートプロフェッショナルネットワ

ーク。

http://www.sixapart.com/pronet/

+++ iNTERNET magazine 2005.01 +++ 103

す。われわれが期待するのは、人々が日

常のコミュニケーションの1つとしてRSS

を見ることです。電子メールが一般的にな

ったように、電子メールとRSS、あるいは

その2つが混ざって一緒になったものを見

るようになります。なぜなら、興味を持っ

た情報を電子メールを使って追跡するよ

りも、RSSの購読のほうが情報をもっと追

跡できるからです。

それから、（RSSリーダーの呼び名としてよ

く使われる）ニュースリーダーという名前は

非常に悪い名前だとも思います。なぜな

ら、それはおもに「ニュース」のものではな

くて、人々が気にしている情報を追跡する

ためのものだからです。だから新しい名前

が必要かもしれません。RSSリーダーとい

うのはオタクっぽいし、ニュースリーダー

では意味が違います。重要なのは「ニュ

ース」ではないのです。個人の関心なの

です。

プロネットでコミュニティーを活性化

――Movable Typeでプラグインコンテ

ストを開催するなど、開発者やユーザーコ

ミュニティーとの関係を深めようとしてい

ますが、Movable TypeとTypePadそれ

ぞれに対してユーザーコミュニティーとの

関係を今後どのように強くしていきます

か？

●MTの重要なプロフェッショナルネットワ

ーク（以下、プロネット）※3の整備をどんど

んと進めています。すでに、プロネットに

は1000人以上の人が参加しています。来

年末前には、このコミュニティーは1万人

まで成長していると予想しています。ここ

では、たくさんのプラグインやテンプレー

ト、カスタマイズに関するサービスを人々

がやりとりしているでしょう。

われわれは、Movable Tyepをインストー

ルしたいと思っている組織と、彼らを助け

たいと思っているコンサルタントやプロの

間をとりもつマッチメーカーとしてのサービ

i n t e r v i e w

バラック・バーコビッツ
ポータルサイトのゴーネットワークの副社長を務め、その後、無線

インターネットのオムニスカイを共同で創設して社長となる。シッ

クス・アパート会長兼CEOへの就任は2004年7月から。
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